













高分子系の破壊 (変形 ･流動 ･剥離)における自励振動




し過程における meltfracture[2]､繊維の紡糸過程における drawresolalCe[3ト ゴム引き裂き





























































になるほど温度が上昇し､要する荷重が低 くなるような (図 1bの負の傾きの領域)状況が期待
される｡
応力 J､ネック伝播速度 V､ネック部の温度 Tの間には､以下の Eyringの速度式でうまく記
述できるような依存性があることが経験的に知られている (図 3a) [1,9]｡
V- voexp(憲 )exp(器 ) (2)
ここで､△Fは activationfreeenergy､αは activationvolumeである｡ すなわち､ネック部伝
播が図 3bのような2次元曲面上でおこることになる｡
一方､ネック部での熱の収支は以下のように表される｡




両曲面の交線で与えられる定常解の J-V面への投影 (図 4b)は確かにN字型になり､傾き
が負の領域および高速 ･低速のモードが存在しうることが確認できる｡ 両モードでのネック部か
らの廃熱様式には､周図-の熱伝導によるのか (低速モード)､ネック部の移動によるのか (高速
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努断応力 (0.1-0.5MPa)高車断速度 (1-102S~1) 下で､臨界応力を境に流出速度が不連続
的に変化する不安定現象が起こる｡ 一定のピス トン速度で押 し出した場合には､臨界応力に対応















は堅くなり､振動は消失する (図 6b) [12】｡
これらの現象を説明しうると考えられている微視的なモデルとして､ダイ壁面での溶融体のす
べり､あるいは勇断流動場下での絡み合いの解消による壁面近傍の溶融体内部でのすべ りの可能







ka(i)- 一意 + 蓋 (4)
ただし､Xα,Xβはそれぞれstick､slip状態の分率 (x｡(i)+xβ(i)-1)､FCはマクロな滑 り速
度､T_とT十は stick- slip､ slip-stickの緩和時間である｡ 押 し出しに必要な圧力 (J)は
stick状態にある分子バネの弾性力 (Aα)とslip状態での粘性力(Aβ)の和に相当する｡
J(i)-Aα(FC(i))X誹 )+Aβ(pc(i))Xβ(i)･
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図 10:Clangeinappliedloadandtheappearenceremainedinthepeeledtape.
4 高分子粘着フイルムの剥離





































囲 浦演 圭彬‥日東技報 29(1991)1.
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